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2.4 公共空間としての図書館と生涯学習
公共図書館の役割は、単に資料と情報を提供するに止まるものではなく、そのことを通して、
人々の潜在的な能力を開発し、社会参加を支援し、自己決定権の行使を支援する役割を担って
いる。その意味で公共図書館は、民主主義を実質化する基礎的な制度の一つに位置づけられるO
特に地域社会と密接な関係をもっ公共図書館は、地域住民が、地域社会のあり方の決定に、
主体的に参加するために必要とされる資料や情報を収集し、提供するとともに、社会的に重要
な問題や議論について、積極的に人々の関心を喚起するような取り組みを行う必要があるO
「成人教育に関するハンブルク宣言」は「市民性および民主主義のための教育」を成人教育の
課題に挙げているが、公共図書館は人々の自己決定学習を支援することによって、自治と参加
を促進する役割を担うことができるO
また、地域社会で活動している市民団体に対する支援も今日的課題となっている。先にふれ
たように、市民団体は自立的に生涯学習の機会の提供を行っており、コミュニティーの形成に
重要な役割を果たしているO 公共図書館が、そうした市民団体の活動に必要な資料と情報と施
設を提供し、また市民団体が作成した出版物を収集し提供することは、民主主義の発展やコミュ
ニティーの形成にとって重要な意義をもっているO
こうしたサービスを通して、公共図書館はコミュニティーにおける情報の公開と共有、公論
の形成の場を保障する公共空間となることができる。
2.5 人々との共同と社会貢献のための活動の場の提供
公共図書館は人々に対し一方的にサービスを提供するだけではなく、人々と多様な共同事業
を展開することができるO 近年図書館友の会が結成され、図書館サービスに改善について図書
館と話し合い、図書館フェスティバルやリサイクルバザーなどのイベントを図書館と共同で実
施する例も見られるようになった。また図書館ボランティアとして、障害者の朗読サービスや、
録音作業、点訳作業に関わる人々も多数存在するO このように公共図書館は、図書館サービス
への協力を通して社会貢献したいと願う人々に、その活動の場を提供することができるO
3結論
生涯を通した公共図書館を利用する権利の保障、公共図書館利用に様々な障害を持つ人々へ
のサービス、公共空間としての図書館の役割、自己実現のための活動の場の提供など、公共図
書館は生涯学習に対し大きく貢献しうる可能性をもっているO
こうした公共図書館の可能性を現実のものにするためには、人々が容易に利用しうる場所に
数多くの図書館が配置されている必要があるO 日本では1960年代以降、積極的に公共図書館を
普及する努力がなされてきた。しかし現在、 4万3千人に 1館の普及度に止まり、町村では未
だ60%の自治体が図書館をもっていなL、。こうした図書館の現状は、生涯学習をすべての人々
の権利として保障しようとするとき、早急に解決されなければならない課題であるO
こうした課題があるにも関わらず、現在、中央政府、地方政府は、公共図書館予算の大幅な
削減、図書館職員の削減など、公共図書館サービスの縮小を進める新自由主義的政策をとって
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いるO このことが公共図書館の発展に大きな障害となっているO
